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I

．
え
定
し
ば
ぶ
．
、
凸
唸
古
i
j
/
‘
7
ー
，
．
f

．．
 

•,` 
9
9
 

•4", 

i

転

入

、

転

い

比

生

、

砂

L
`
{ィ
の
．
栢
定
す
と
世
肋
て
且
一
恥
夭
且
・
ぃ
．
し
し
ず
／
っ
と
見
直
髪
を
依
式
・
と
し
ャ
加
え
ら
れ
[
'
9
-
＇

□ハ
ニ
十
国
日
、
午
．
則
十
い
ー

~
ぷ
っ
●
＇
梵
凰

i月
攻
ウ
均
ぶ
こ
‘
―
ー
'
.
"
,

．．
 

、
-

-
．

i
?
＇
で5
)

二
翫
の
認
識
を
あ
ら
た
め
て
い
[
.
十

□
竺
二
十
分
，
瓦
で
~
う
に
す
る
。

＿
他
で
執
條
除
．
培
が
異
助
し
た
と
喜
は
、
~
認
め
て
い
る
よ
う
一
ー
す
か
、
結
揖
（
＇
犀
．

一
、
ヽ
．

J

t

t

↓疇・

“l

．

り

＾

：

ヽ

↑

6

`

疇

}

王

、

鉱

の

條

菅

は

、

銃

，

か

、

L

：
口
＂
＂
紅
叫
故
り
以
ぷ
汀
●
[
"
し
パ
．
”
．
、

一
比
か
ん
と
と
も
に
必
ず
保
険
趾
を
持
魯
出
を
し
て
＞4、
~
し
夫
知
叫
い
門
．
天
崎
た
完
き
・
匹
い
も
の
で
す
。
枇
．
役
勘
会
砥
笙

、4.

；

ヽ

じ

一
し
て
く
た
さ
い
0

;

と

い

っ

て

法

伸

上

，

｀

、

と

紘

い

え

合

な

い

如

届

諏

尺

け

帖

的

さ

か

る

方

と

証

人

認

ば

暑

．

‘

存

．

、

銃

＇

と

ク

マ

と

を

そ

れ

ぞ

れ

刈

0

．
逹
ン
｝
と
紅
立
臼
疇
・
’
¥
i
:
!
'
‘
-
-
．
,
＇
,
、
ン
一

日
忍
／
誓
太
州
・
し
各
い

T
`
•
L
L
林
作
．
翠
一

年
恢
二
，
バ
カ
ー
十
ニ
ヶ
月
が
満
の
羞
功
い

一
転
比
届
炉
力
と
の
踪
、
杯
餃
証

0
捉

い

の

文

止

式

の

夫

紐

C
O
I
{
C．
衣
此
作
の
．
か
い
名
名
ー
、
印
を
押
し
て
お
け
は
親
戚
．

い
の
人
を
幾
拗
と
仙
這
え
て
発
徊
し
、
一

[
す
る
。

一
出
が
な
い
と
き
は
、
受
け
付
け
な
い
こ
．
仇
設
か
う
け
ら
れ
ま
せ
人
。
広
律
上
止
友
人
な
ど
代
わ
り
の
人
が
役
場
に
持
っ
赤
ち
ゃ
ん

二
〈
出
敵
を
担
し
て
姦
り
逹
す
し
、
そ
の
二

9

J

.

i

ー

・

さ

て

も

か

芍

い

注

せ

ん

。

注

た

、

日

]

其

の

他

希

詔

者

と

が

あ

り

ま

す

°

式

な

結

婚

と

は

、

廿

旧

村

0

，
仮
揚
に
瞬
｝
て

~
他
県
四
外
で
も
訳
ん
の
半
故
発
生
を
報
一

・
如
届
、
．
を
出
し
、
こ
れ
が
祐
如
い
に
交
址
．
呻
日
や
祭
日
で
も
役
場
け
届
出
な
受
け
・
ニ
、
妊
如
促
屎
相
訟

一
社
会
保
険
に
加
入
し
た
．
さ
れ
て
け
じ
め
て
以
立
す
る
も
の
竺
＂
ら
．
と

h

支
ナ
が
、
こ
の
均
合
は
休
日
訓
に
十
一
月
二
十
八
日
、
午
竺
砂
~
＂
．
じ
て
お
り
允
ナ
。
本
町
の
舒
狐
芍
も
ど
一

：
う
か
汀
猟
者
、
心
侍
を
守
り
、
記
刈
に
半
一

i
 

]

で

す

。

止

式

の

夫

如

て

あ

れ

げ

、

一

方

加

車

？

？

役

場

へ

見

せ

て

、

不

備

の

な

い

二

崎

ま

で

[

一

と

き

は

早

目

に

届

出

を

ノ

ゾ

[
叩
忙
離
婚
さ
れ
る
こ
と
も
だ
い
し
、
や
；
：
う
に
し
て
お
巻
呑

t
ょ

う

。

」

故

を

起

さ

な

い

こ

と

と

、

出

狐

の

除

vci

．
は
必
ず
先
・
＿
町
叫
寿
か
孤
惚
軍
し
、
趾
屎
＇
応

一
固
保
被
保
険
者
が
、
健
屎
保
諏
な
ど
．
む
を
得
ず
別
店
生
店
に
人
っ
て
悠
、
そ
．

＼

二

で

楽

し

い

ス

ホ

ー

ツ

と

す

る

よ

う

心

か

一

他
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、
~
の
間
の
生
活
貨
を
諮
永
す
る
こ
と
も
で
．

i
J
C
F
ざ
へ
0

'

9

.

 

》

.
‘
l

印

か

ん

と

と

も

に

国

株

誅

駁

証

及

び

新

：

き

ま

す

が

、

内

縁

の

夫

婦

で

あ

る

と

二

[

;

>

―

-

し
く
加
入
し
た
社
会
保
試
の
保
誤
証
を
・
人
を
結
ひ
つ
け
て
い
る
の
は
変
情
だ
け
．
一•一

―
持
参
の
上
、
必
ず
十
四
日
以
内

VC
届
出

]
L
、
そ
の
変
情
が
な
く
な
っ
て
六
細
生
．

て

く

だ

さ

い

。

：

活

が

こ

わ

れ

て

し

ま

う

と

、

も

は

や

相

も
し
、
社
会
保
阪
に
加
人
し
な
か
ら
二
手
を
ひ
き
も
ど
し
た
り
、
生
活
費
を
支

-
J
m
出
が
遅
れ
た
た
め
、
そ
の
間
に
国
保
：
払
わ
せ
た
り
す
る
と
と
か
で
き
な
く
な
[

の
保
険
証
を
使
朋
し
て
診
加
を
受
け
ら
．
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
一
方
的
に
雄
別
さ
~

れ
た
と
き
は
、
そ
の
医
躯
袈
の
七
制
の
：
れ
て
し
注
っ
た
褐
合
に
は
潟
慰
醐
科
の
~

~
表

一
短
額
を
町
へ
納
め
て
賞
わ
な
け
れ
ば
な
．
詰
氷
も
で
き
注
す
が
｀
止
式
の
夫
婦
よ

一
り
ま
せ
ん
の
で
保
険
給
付
か
受
け
ら
れ
り
も
法
律
の
保
嘩
生
か
う
す
い
の
で
失
際

定

一

な

い

こ

と

忙

な

り

注

す

。

こ

に

は

泣

き

寝

入

り

に

な

っ

た

り

、

少

な

．
 

．
 い
命
額
し
か
も
ら
え
な
い
結
呆
に
も
な
~

―

お

医

者

さ

ん

へ

は

り

か

ね

吐

せ

ん

。

予~
式
の
日
取
り
が
決
ま
っ
た
ら
す
ぐ
忙
~

ぷ
仮
場
へ
行
っ
て
届
出
に
必
要
な
こ
と
を
[
の

一

必

ず

保

険

証

を

秒

ク

診
療
を
受
け
る
た
め
医
涼
伽
関
へ
行
＂
開
い
て
式
の
日
に
届
出
を
す
る
よ
う

vc[

ょ
う
。

く
と
き
は
、
必
ず
保
阪
証
を
持
参
し
て
~
い
た
し
ま
し

口
で
保
険
＂
結
婚
式
を
挙
げ
て
心
そ
の
う
ち
忙
届
[

く
だ
さ
い
。
1

医
療
板
掬
の
窓

証
を
提
出
し
な
い
と
全
額
詰
求
さ
れ
る
；
出
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
即
日
忙
届
出
~

ー

と

と

が

あ

り

ま

す

。

：

を

し

な

い

こ

と

は

一

般

に

よ

く

あ

る

こ

・

：
と
で
す
が
、
い
く
ら
立
派
な
結
婚
式
を
~

婚

い

ん

届

す

ま

せ

て

、

げ

て

も

、

、

ま

た

夫

婦

と

し

て

永

年

生

i

詞
し
て
い
て
も
、
死
亡
し
た
後
か
ら
で
i

・
は
婚
如
届
を
1巾
町
村
で
受
け
つ
け
ら
れ
~

明

る

い

新

家

庭

．

一
組
の
男
女
が
緑
あ
っ
て
結
ば
れ
‘
]
ま
せ
ん
。

新
し
い
生
活

VC
は
い
る
と
き
に
、
結
婚
．
希
望
に
満
ち
た
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
．

-，1
9
 

1 2 月

1 2月 1日 防火デー

8日から
胃ガン検（中野小学校忙於て

1 1日まで
、）

2 2日 第 2次結核レントゲン検診（鹿の川地区）

2 4日 インフルエンザ注射 1 4時 30分～ 15時注で（役場）

2 5日 第 2次結核レントゲン検診（大谷地区）

乳児健康杓談 午前 l0時～ 11時 30分（役褐）

特設人権相談所 午前9時～ l7廿寺（役場） 農委（予定）

妊婦相談午後]3時～ I5時（役如）

7時～ 17時（町内）

日

日
6

8

 

9
l
2
 

~
一
、
狩
猟
忙
行
く
と
き
は
、
銃
砲
所
持

i
許
可
証
、
狩
狐
免
状
、
バ
ッ
ン
を
必
~

~
ず
捌
伯
す
る
。
'
~

三
、
銃
を
携
悟
、
運
搬
す
る
と
き
は
、
~

．
銃
か
ら
ク
マ
を
抜
き
、
カ
バ
ー
を
か
~

[
ぶ
せ
る
か
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
よ
う
に
~

i

す
る
。

ど
一
、
発
射
す
る
と
き
は
、
周
囲
を
見
て
、
~

~
人
や
家
畜
か
い
な
い
か
な
ど
安
全
を
~

~
よ
く
確
か
め
る
。
り

四
、
撃
ち
終
っ
た
ら
、
そ
の
都
腹
女
全
[

~
峠
齢
を
し
て
お
く
。

羞
廿
日
の
出
前
や
日
没
後
化
は
狩
猟
を
~

~
し
な
い
。

．
六
、
人
家
の
近
く
や
道
路
、
公
園
等
で

／ 
. . . . . -.-. .. . . . . . . -:ー・：． ． ． ．一．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . . . . . .. .. .. . 

狩

猟

安

全

心

得

いま術 妍預：必附
（）す生尚仰蛋‘炭今役
°刷‘査白血に月揚
該係診料‘色応は会
当の絵 ll 枷索じ助謡践
者ス修無嘩のて産室
はラ了料は蝕徊郷
是イ仮 全面収に
非ド‘ 貝を板よ
とを虹 検致祉る
参上姉 査し ‘i診
加映の しま血察
下叙條 ます蔽で
さし健 す°比す

0 0 

1 2月分学校給食予定献立表
肱川町数脊会員会

月曜

BIB 
献立名 材料名

1 月きつねうどん うとん油紗ずかまほこにんじんねき‘―

2 火好き焼き風徽 牛肉じゃ力いも厚畝ず乙位Cゃく

3 水いり豆腐 鶏ひき肉豆腐キャペッたまと十しぷどう

4 木スバゲッティナボリクン 豚ひき肉スバゲッティたまねきにんじJ¥..,

5 命きな粉あけパンみそ汁 きな粉じゃがいもわかめ豆J勘臼みそ
- - -

8 月焼きそは 豚肉中華めしか注ぽこもやしねぎ

9 火ミJレメークつき牛乳いか7_)うま煮ミルメークは訟じゃ力いもさつまむず

1U水

11 木

12金

15 月

16 火

17 水

l8木

19，金

I !:1; 



4
9
'
ー
，
＇
，
9
，
＇
~
9
9
,
＇
,
9
9
,
＇
,
；
,
.
ー
|
ー
一

i

”

即

告

所

得

税

の

＿

-
「
仕
木
“
>
サ
佃
物
は

.-

判
財
よ
|
―
一
月
一
日
ま
で
”

1

月
4
)
ー
し
V
”
t

さ

[
F
う

こ

一

[

.
>
、

1
1
•
l
i
、

i
X
.
i
`
t
'

J
4
↓
.
.
 

主
月
は
角
得
祝
辺
訥
紐
，
〗
の
~
狡
布
恣
て
紅
例
年
の
と
お
り
、
年
一

こ
と
し
応
、

{
r
s
-
Jり少
分
’
.
、
な
り
~

‘,̀' 

且
竺
ー
円
，
i

●
●
二
月
言
1

夜
て
に
喜
く
、
9

沐
詞
靡
因
條
り
ぞ
冑
つ
い
て
の
扉
叫
一

‘
i
i
 ｝
孔
よ
し
，
心

年
沐
訂
、
釘
庁
町
，
物
ぞ
雷
し
ぼ
：
金
融
恢
閑
へ
納
付
し
て
下
ャ
0

い
J

'

切
毀
を
下
記
匹
よ
り
枷
他
い
た
し
ま
i

□J..u
巳
般
で
，
門
こ
言
い
枇
知
や
J

[

互
オ
、
な
街
皐
L

ん
ら
・
い
い
閏
払
痣
3

ぃ

．

す

。

一

i

見

胃

｀

妥

全

而

．

＂

虎

＼

お

届

け

す

・

五

厠

良

を

ご

利

巾

さ

れ

て

い

ふ

方

は

祝

[

記

-

-

1

な
た
払
F

い
み
い
乙
な
加
己
臀
？
た
-
l

務
培
杯
お
い
て
閣
係
生
屈
依
艮
え
連
：

G

十
一
月
二
す
i

日

：

す

監

か

ら

一

麟
．
し
て
納
付
手
続
を
行
な
い
士
6

す

か

[

六

孤

空

巾

民

叙

餡

一
て
い
J

式

す

。

―

-
．
文
が
で
悲
大
拉
の
化
的
遺
J

一
衷
紅
・
ら
、
ど
承
知
く
だ
さ
い
。

[
O
'
丁
i

月
＝
工
‘
五
日
・
十
時
か
ら

一
、
ど
う
し
て
も
さ

t

宦
き
．
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
閲
去
~
兵
叡
囮
砂
店
飴

9

ー：

―
翡
さ
る
人
‘

一
れ
な
く
↑
ぃ
ゐ
ぶ
そ
れ
か
あ
り
・
存
す

3
．
拘
低
の
お
し
ら
せ

3

;

+

i

月
二
十
六
，
且
：
＇
丁
院
か
ら

一
東
京
工
伽
へ
竺
今
荷
立
い
J
S

と

(

‘

侭

L

i

二

月

は

給

与

所

得

者

匠

対

す

る

臼

．
J

寸
町
公
民
釦

l

i
o
 

r
,
9
.

）
、
そ
の
他
3
叫

万

で

も

、

お

応

「

末

調

整

を

行

な

り

月

で

、

一

ー

．

一

[9i.K、-If

i

K
ト
し

{
i

／
く
と
も
十
二
月

'
r
-
f
L
E
l

ど
ろ
ま
で

~
1
,
9
.
i
1

・
ー
，
i
|

ー
ー
ー
ー
＇
ー
'
i
(
＇
i
i
i
l
ー
、
i
i
t
!
•
E
9
ー
・
ー
'
!
!
|
＇
i
i
ー
・

f
1
:
．
iー
1

~
一

・ニー・
'

}

1

4

う

に

し

て

仇

し

い

も

の

一

連

転

名

管

迎

セ

ン

タ

ー

い

発

足

.
j
`
I
J
`
，‘
 

il 

~
一

9
,
＇
』
•
↓
"
ノ

-

，

ー

ー

ー

ー

ー

悪

質

連

転

者

を

排

除

ー

ー

、

I

.

'

,

i

‘

i

二

十

旦

賃

応

さ
I
Q
,
．
ご
、
年
阿

Vc
犀

～

5
．
ら
い
ぃ
/
ク

,
9
’
i
→
り
＂
心
り
ば
'
~
-
3
,
}
3

・
月
一
日
か
ら
鬱
象
匹2
仰
逹
’
固9芯
写
‘
正
邸
な
、
勾
坦
資
料
厄
涅
｀
つ
い
た
効

3

乏
・
r
‘
T

喜
中
門
＇
応
}
'
二
ぷ
釘
初
幻

F

i

危
迎
セ
ン
ダ
ー
が
発
足
し
、
在
し
た
の
で

1
L
方
交
如
争
故
肋
止
別
斜
の
桐

崩
，

1

＂
り

I
-
C
l
l
-
5
f
9

□-
0悩
王

て

大

叙

さ

そ

の

要

点

を

ご

紹

介

し

声

{
I
：
う
。
’
i
v
i
‘
)

一
[
I

し
化
い
い
，
＇
で
い
、
野
竺
ら
、

ig

◎
迦
転
者
酋
理
セ
ン
ク
ー
い
あ
・
じ
宜
号
、
予
狐
力
倅
拍
迫
さ
れ
る
こ
と

□門阿
‘
ぃ
ジ
ー
，
＇
＂

r

四
茨
て
で
す
。

i

し

。

作

だ

り

社

し

た

Q

‘

一
た
だ
し
＂
危
験
品
や
荷
造
り
か
不
迎
転
者
管
迎
セ
ン
ク
ー
は
、
運
転
．

-
．
i

戸
ぎ
ぺ

J'f`̀
い

送

れ

走

せ

ん

Q

免

許

行

政

侭

必

墨

な

迎

転

名

の

3Ei

．
◎
連
転
各
危
揺
七
ン
ク
ー
の
い
了
た
ら
宦
。

I
i
d

ギ
[

9

'

．訊．＂
rJ
紅
必
要
な
品
物
は
、
．
理
資
料
を
警
察
庁
で
捧
中
管
址
し
p
;

0

喜踪

□"
ッ
プ
巴
呉
り
と
r

手

荷

物

と

し

て

着

理

責

料

化

つ

い

て

の

都

道

府

県

．

電

ォ

酎

鉢

組

蔽

へ

の

盈

録

は

t

~
警
察
か
ら
の
煕
会
菜
検
を
一
元
的
次
の
場
合
匹
行
な
い
注
す
。

●
送
れ
注
．
t
？
〇

i

手

刷

物

屁

、

キ

y
プ
一
枚
で
、
三
・
侭
処
坦
す
る
た
め
匠
設
け
ら
れ
た
了
先
許
誤
駄
佼
合
格
し
た
と
き
。

量
を
で
、
企
た
、
乗
単
す
る
日
の
一
―
―
．
瘍
子
酎
簑
紀
轍
で
す
0

3

.

日
前
，
江
だ
荷
物
を
送
る
こ
と
か
で
[
連
転
者
管
理
七
ン
タ
I
の
発
足
作

き
注
す
。
~
よ
り
、
約
二
千
五
百
万
人
（
本
県

荷
造
り
は
、
じ
よ
う
ぶ
な
箱
を
使
i

約
三
十
七
万
人
）
化
の
ぽ
る
全
固

っ
て
、
ナ
ヴ
で
し
っ
か
り
結
び
、
荷
~
の
連
転
免
訂
肋
有
者
の
免
許
証
の

物
の
表
面
匠
届
け
先
を
、
番
地
ま
で
~
四
容
や
違
反
、
手
故
な
ど
が
全
部

ハ
ッ
キ
リ
書
い
て
く
だ
さ
い
。

i

記
録
さ
れ
、
こ
れ

vc基
づ
い
て
r

0
.
 

萄
札
は
二
枚
以
上
つ
け
ま
し
よ
う
．
一
、
追
転
免
許
欠
柘
者
の
排
除
。

み
な
さ
古
の
せ
っ
か
く
の
贈
物
か
ニ
―
‘
述
転
免
許
の
不
正
取
得
の
防
止
。

年
内
侭
届
く
よ
う
、
十
二
月
の
な
か
―
―
-
、
辿
転
免
許
証
の
不
正
使
朋
の
防
止
。

ご
ろ
ま
で
忙
、
お
送

9
く
だ
さ
い
。
四
、
点
数
制
捩

rC
よ
る
兎
険
辿
転
者
の

・
排
除
お
よ
び
迦
転
者
改
善
策
の
徹

底゚I
 

．
 

盆
弟
二
勘
分
）
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J

ー
一
庄
一
麟
竺

木材

"

9

'
の

差
i

[

；

一

場

ど

一

木

，

●

’

•• 
l
ー
'
-
土
な
一
i

d
i

に

窒

車

料
i.

場
竺
訊
一
動
数
一
~

i
っ
一
自
手
一
．

土

，

よ

＇

、

9

，
ら
竺
i
"

り

主

場

l

内
市
一
[

)
i

町
ゃ
一
~

J

[

―悶
i

凡
認
述

i
~

9
-
-
i
 

肱

＇i-

は
'
-
・

＂
一
羨
代
一
[

竺
足
一
本
故
一
i

―

i

-

・

 

9
,
!
3
9
•
I
I
I
|
1•ヽ
9
,
ーe
1
1
9
,
i
i
!
1
1
9
9
9
9
‘
.
i
'
1
1
9
9
,
1
,

＇1
i
I
I
:

＂
住
所
録
の
整
理
、
年
賀
状
の
印
刷
鬱
し
出
す
方
に
も
必
ず
郵
便
番
号
を

i

~
な
ど
を
早
目
に
す
吉
せ
｀
遅
く
と
~
お
書
き
く
だ
さ
い
。

．
．
．
．
．
．
．
 

[
＄
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
匠
郵
便
[
郵
便
番
号
は
ヽ
は
つ
ぎ
り
と
て
ぃ

＂
汀

5
応
書
巻
注
し
よ
う
。
。

．
局
へ
差
し
出
せ
る
よ
う
、
プ
ラ
ン
＂

年
賀
状
は
二
十
二
日
ま
で
、
小
包
~

＂
ま
た
届
い
た
年
賀
状
で
住
所
録
を

は
十
五
日
ま
で
匠
。
~
を
た
て
て
書
き
ま
し
よ
う
。
．

◎
た
の
し
い
年
賀
状
は
元
日
に
届
く
〖
◎
年
賀
状
匠
は
必
ず
郵
便
番
号
を
"
~
[
整
理
し
注
し
よ
う
。

゜

よ
う
お
早
め
に
"
i

郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部
で
す
：
゜
〖
◎
年
賀
状
は
こ
う
し
て

．．．． 

゜

年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受
~
郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部
と
お
考

i

△
出
す
と
き
は
束
ね
て

．．．． 

＿
 

~
え
い
た
だ
き
r

あ
て
名
侭
も
、
差
・
年
賀
状
を
出
す
と
ぎ
は
、
で
登

け
つ
け
ま
す
。

．
i

る
だ
け
束
ね
て
お
出
し
く
だ
さ

＼
リ

'
•
l
l
u
l
!

＼
ー
＼
ー
！
ー
ー
~
ー
ー
ル
~
廿
"
[
^
°~

合
年
賀
状
の
あ
て
名
は
と
く
に
正
一

"”,. 

．

確

匠

ー

・

~
年
賀
状
の
迷
い
子
は
、
毎
年
四
一

~
千
通
も
あ
り
ま
す
。

[

あ

て

名

は

府

県

名

か

ら

丁

目

、

一

i

番
地
、
肩
書
苔

(
0
0様
方
、
＿

~
0
0

荘
た
ど
）
注
で
正
確
侭
垢
一

~
書
き
く
だ
さ
い
。

◎

お

家

匠

は

必

ず

郵

便

受

箱

を

。

―

・
大
切
な
郵
便
物
を
安
全
杯
垢
受
取
一

[
り
い
た
だ
く
た
め
、
只
今
郵
便
受

i

箱
設
置
迦
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一

・
郵
政
省
標
準
規
格
品
の
受
箱
で
配
ー

達
郵
便
物
を
た
た
め
な
い
最
小
限
一

の
大
含
さ
で
、
長
年
の
使
用
匠
た
一

ぇ
ぅ
る
併
惑
安
全
、
便
利
、
丈
夫
一

で
錆
び
侭
く
く
、
て
い
さ
い
危
よ
一

い
と
い
う
条
件
を
備
え
て
沿
り
P

-

晶
須
か
ら
決
し
て
高
く
な
い
も
の
―

で
す
。
足
価
七

O
C円
で
あ
っ
せ
i

ん

し

て

点

り

注

す

の

て

郵

便

局

0
坑
品
を
一
度
ご
ら
ん
の
上
P

お
一

宅
匠
是
卦
お
俯
え
付
け
く
だ
さ
い
。
i

一

乾 いたけ相場表

県森連しいたけ共同販売所に於ける相場

入札の月日

入札の箱数

価格

(K当り）

1 1月5日

7 3 0点
約， 11.0 O 0kg 

高値

乎均

安値

3. 2 5 0円

2,4 1 5円

1, 4 6 0円

要

晩生梱匠望みを託した 10月も期徒

した降雨侭恵オれず滅収が決定的とな

った。さて概況であるか1般市況仮'-言

われるウス高厚安と紅反対匠ウス保合，

犀安とだって終始活i兄， ウス2,800円
中心叩肉漬司混．VJ2,30 0円～2,600円

下物1,800円中心，特rC冬礎；は先禍の

2, 2 0 0円中心 、 以上

郵
便
局
か
ら
の
御
願
い


